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関係例規等 名称

担 当 課 名

改正時期

２１年度

町単独補助；△10％（対17年度）

効
果

歳入（

歳出（ 158,140

２０年度

町単独補助；△10％（対17年度）

効
果

歳入（

歳出（ 146,140

１９年度

・事務事業評価及び予算査定等により、随時見直しを行う。
・雇用、地域振興及び観光に資する補助金を創設する。

町単独補助；△10％（対17年度）

効
果

歳入（

歳出（ 124,140

１８年度
（実績）

・サンセット方式の導入。
・各種補助金の見直しを行いＨ21予算に反映する。
・補助金決算額；619,251千円（119件）（単独分；294,105千円）
　うち離島漁業再生支援交付金事業補助金；224,672千円

町単独補助；△10％（対17年度）

効
果

歳入（

歳出（ 107,026

１７年度
（実績）

・当初予算編成時に概ね50％の一律カットを実施（3月）。
・補助金交付基準の策定（11月）。
・サンセット方式導入の検討。
・補助金決算額；647,069千円（126件）（単独分；364,991千円）
　うち離島漁業再生支援交付金事業補助金；183,600千円

効
果

歳入（

歳出（ 36,140

年度 実施内容・予定時期 効果額合計( 571,586

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

① 目標 　補助金の終期を設定し、適正な見直しを行う。

② 期待され
    る効果

・削減効果額384百万円（Ｈ18～Ｈ21）の達成（財政健全化計画）。
・補助金の終期をむかえたものについて、検討及び審査を行い公表することで、補助金の公平性、公正性、透明性を
確保する。

③ 必要性
　　問題点

・補助金交付基準により、定期的（3年）な見直しを行う。
・サンセット方式の導入。

④ 対象 　全職員（町民及び各団体）

⑤ 手段

18 年 度
計画どおり 計画どおり － － －

－ －
達 成 年 次 平 成実 績 評 価

Ａ Ａ －

平 成 18 年 度
検討 実施 － － －

経過・現状
・補助金交付基準により、各担当課見直しを行い補助金の削減につとめた。
・H16補助金決算額；485,462千円（単独分；401,131千円）
・H17補助金予算額；458,339千円（H17.4.1現在）

推　　　     進
スケジュール

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１
目 標 年 次

重 点 項 目 　歳出削減に向けた主要な取り組み　（３）補助金等の見直し

取 組 項 目 　補助金の終期設定

基 本 方 針 　財政の健全化

行財政改革実施計画・行動計画票

11 実施済み

財政課


